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内容の要旨および審査の結果の要旨

ベクロニウム・ブロマイド（ＶＢ）は新しい非脱分極性筋弛緩薬であるが，作用時間が短く循環系に及

ぼす影響も少ないことが特徴とされている。本研究では，投与量を変えた際のVBの薬物動態学ならびに

薬力学を明らかにするため，笑気一エンフルレン麻酔下の18症例を，ＶＢの投与量により無作為に大蟄投

与群（0.2mg／k９，，＝９）と少量投与群（0.05mg／k９，，＝９）に分け，ＶＢの血中濃度と筋弛緩効果を

検討した。筋弛緩効果は，尺骨神経に対して４連続刺激を加えた際の栂指内転筋の誘発筋張力により測定

した。血中濃度は，高速液体クロマトグラフィーにより測定し，解析は２－コンパートメントモデルで，

非線形最小二乗法を用いて行った。

得られた結果は次の如く要約される。

１．ＶBの投与により，100％神経・筋遮断となるまでに要した時間は，少量投与群で２７±0.7分，大量

投与群で1.3±0.1分であった。

２．少量投与群では，筋の単収縮（Ｔｌ）がcontrol値のそれ（cont．Ｔ１）の25％と50％に回復する

のに要した時間は31.1±7.2分と３９４±9.8分であった。一方，大量投与群では，投与の50分後でも，

全例，100％の神経・筋遮断の状態にとどまった。

３．少量投与群における筋弛緩効果の発現期と回復期のＴ４／Ｔ１比は，回復期の方が有意に低値を示す

とともに，症例毎にバラツキが大きく，Ｔ１／cont・Ｔ１比との間で一定の関係を示さなかった。こ

れより，ＶＢでは，Ｔ４／Ｔ１比のみで筋弛緩薬の残存効果を正確に評価する事は困難であると結論された。

４．血中VBの濃度解析では，distributionhalf-life，volumeofdistributionatsteady-state

およびplasmaclearanceに関しては，両群間に有意差は認められなかった。しかし，elimination

half-lifeは，大量投与群において有意に短かった。この機序としては，少量投与では再分布がelimin-

ationhalf-lifeの主な決定因子であるのに対し，大量投与では肝による代謝も大きく関与している

ためと思われた。

本研究は，ＶＢを大量投与した場合には短時間のうちに十分な筋弛緩効果が得られるものの，作用時間

も延長する。しかし，投与量の増大にともなってeliminationhalf-lifeが有意に短縮することにより，

延長の度合いは投与壁の増大に比べて小さいという事実を明らかにしたという点で，臨床麻酔に寄与する

ところの大きい労作と評価された。
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